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語文116・117（2022・3　大阪大学国語国文学会）

近
世
後
期
大
坂
語
資
料
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が
出
現
す
る
構
文
に
つ
い
て

百　

瀬　
　

み　

の　

り

一　

は
じ
め
に

本
論
は
、
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
に
お
け
る
条
件
表
現
形
式「
ニ
ヨ
ツ
テ
」

が
出
現
す
る
構
文
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
林
（
一
九
七
三
）
は
中
世
口
語
に
お
い
て
原
因
・
理
由
を
表
す
必
然
確
定

条
件
の
形
式
と
し
て
機
能
し
て
い
る
「
ホ
ド
ニ
」、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
な
ど
の
形

式
の
出
現
の
仕
方
に
つ
い
て
、
中
世
口
語
資
料
で
あ
る
抄
物
資
料
、
キ
リ
シ

タ
ン
資
料
、
狂
言
資
料（

（
（

を
比
較
し
た
。
そ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
見
ら
れ

る
原
因
・
理
由
を
表
す
必
然
確
定
条
件
の
形
式
と
し
て
、
中
世
期
を
通
じ
て

「
ホ
ド
ニ
」
か
ら
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
へ
の
交
替
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

し
か
し
、「「
ホ
ド
ニ
」
と
交
替
し
た
「
ニ
ヨ
ッ
テ
」（

（
（

が
、
近
世
に
入
っ
て

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
呈
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
か
っ

た
。」（
小
林
（
一
九
七
三
）
三
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
原
因
・
理
由
を
表

す
必
然
確
定
条
件
の
形
式
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
近
世
後
期
上
方
語
資
料
に
お
け

る
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
は
特
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
論
で
は
近
世
期
の「
ニ
ヨ
ツ
テ
」の
姿
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
そ

の
第
一
歩
と
し
て
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
に
お
け
る
条
件
表
現
形
式
「
ニ
ヨ

ツ
テ
」が
出
現
す
る
文
に
つ
い
て
、そ
の
構
文
を
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。
な

お
、
以
下
本
論
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、「
ホ
ド
ニ
」、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
、

原
因
・
理
由
を
表
す
必
然
確
定
条
件
の
形
式
を
表
す
も
の
と
す
る
。

二　

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

「
ホ
ド
ニ
」
や
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
を
考
察
し
た
先
行
研
究
は
、
前
出
の
小
林

（
一
九
七
三
）
を
嚆
矢
と
す
る
。
ま
ず
、「
ホ
ド
ニ
」
に
つ
い
て
は
、「
ホ
ド

ニ
」
が
時
間
関
係
か
ら
因
果
関
係
を
表
す
に
至
っ
た
経
緯
を
述
べ
た
吉
田

（
二
〇
〇
〇
）、
同
じ
く
「
ホ
ド
ニ
」
が
因
果
関
係
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
会
話
の
含
意
が
働
く
余
地
が
あ
る
構
文
の
拡
大
に
よ
る
「
ホ
ド
ニ
」
の

意
味
拡
張
と
捉
え
る
竹
内（
二
〇
〇
六
）、
一
七
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
と
推

定
さ
れ
る
『
捷
解
新
語
』
に
お
け
る
必
然
確
定
条
件
表
現
と
し
て
「
ホ
ド
ニ
」
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が
減
少
し
、「
ニ
ヨ
リ
」
が
増
加
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
李
（
二
〇
〇
三
）
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
、「
ホ
ド
ニ
」
と
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、

狂
言
資
料
で
あ
る
大
蔵
流
虎
明
本
と
同
虎
清
本
と
同
時
期
の
筆
録
と
さ
れ
る
、

和
泉
流
最
古
の
狂
言
台
本
で
あ
る
天
理
図
書
館
蔵
『
狂
言
六
義
』
の
後
半
部

の
条
件
句
の
様
相
か
ら
、
前
出
小
林
（
一
九
七
三
）
が
述
べ
る
「
ホ
ド
ニ
」

と
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
交
替
時
期
を
虎
明
・
虎
清
本
と
虎
寛
本
の
間
よ
り
も
前

の
時
期
と
見
る
松
尾
（
二
〇
〇
〇
）、
洞
門
抄
物
に
お
け
る
「
ホ
ド
ニ
」
と

「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
使
用
状
況
を
考
察
し
、「
ホ
ド
ニ
」
は
口
語
性
が
高
い
も
の
、

そ
の
前
後
件
の
因
果
関
係
の
客
観
・
主
観
性
に
は
関
わ
り
な
く
使
用
さ
れ
る

が
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
客
観
性
が
あ
る
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ

た
来
田
（
一
九
九
三
）、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
、
大
蔵
虎
明
本
の
「
ホ
ド
ニ
」、

「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
な
ど
に
階
層
的
分
類
を
試
み
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
よ
り
も
「
ホ
ド

ニ
」
の
方
が
文
に
近
い
類
に
分
類
で
き
る
が
、『
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
』

の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
「
ホ
ド
ニ
」
に
出
現
状
況
が
近
い
こ
と
を
述
べ
た
李
（
二

〇
〇
〇
）、（
二
〇
〇
一
）、（
二
〇
〇
二
）、
大
蔵
虎
明
本
と
虎
寛
本
に
現
れ
る

「
ホ
ド
ニ
」
と
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
推
移
状
況
を
見
て
、「
ホ
ド
ニ
」
は
そ
の
前

後
に
話
し
手
の
情
意
や
聞
き
手
へ
の
働
き
か
け
な
ど
の
主
観
的
な
要
素
を
表

す
形
式
と
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
そ
の
前
後
に
客
観
的
な
事
実
の
要
素
を
表
す
形

式
と
共
起
し
や
す
い
こ
と
を
述
べ
た
李
（
二
〇
〇
四
）
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
小
林
（
一
九
七
三
）
が
述
べ
た
こ
と
を
踏
襲
し
て
い

る
。
小
林
（
一
九
七
三
）
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
、
原
因
・
理

由
を
表
す
必
然
確
定
条
件
の
形
式
と
し
て
、
中
世
期
を
通
じ
て
「
ホ
ド
ニ
」

か
ら
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
へ
の
交
替
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
交
替
が
見
ら
れ

る
最
中
に
お
い
て
も
、「
ホ
ド
ニ
」
は
「
後
件
が
命
令
、
依
頼
を
表
わ
す
場
合

（
推
量
・
意
志
・
希
望
を
表
わ
す
助
動
詞
群
を
上
接
語
に
と
る
こ
と
が
多
い
）

に
限
っ
て
、
ニ
ヨ
ッ
テ
の
侵
略
を
抑
え
て
い
た
」
こ
と
、
ま
た
、「
ニ
ヨ
ツ

テ
」
は
「
後
件
が
事
実
の
客
観
的
叙
述
を
表
わ
す
場
合
（
動
詞
・
助
動
詞
（
指

定
ヂ
ャ
・
過
去
完
了
タ
・
打
消
ヌ
）
や
形
容
詞
・
助
動
詞
（
尊
敬
ル
ル
・
ラ

ル
ル
等
・
丁
寧
マ
ラ
ス
ル
・
マ
ス
ル
等
）
を
上
接
語
に
と
る
）
か
ら
使
わ
れ

出
し
」（
小
林
（
同
、
一
部
省
略
）
三
七
頁
）
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
小
林
は
小
林
（
一
九
七
七
）
に
お
い
て
近
世
上
方
語
資
料
に
つ
い

て
「
ホ
ド
ニ
」、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
に
そ
の
後
台
頭
し
て
き
た
「
サ
カ
イ
」
を
加

え
て
考
察
し
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
に
つ
い
て
「
ニ
ヨ
ッ
テ
系
は
、
後
件
が
命
令
、

依
頼
の
場
合
で
、
か
つ
、
上
接
語
が
推
量
・
意
志
（
特
に
意
志
）
を
表
わ
す

も
の
で
あ
る
場
合
以
外
は
、
他
の
表
現
形
式
を
お
さ
え
て
、
最
も
、
活
躍
を

し
て
い
た
」、「
ニ
ヨ
ッ
テ
と
ヨ
ッ
テ
の
場
合
は
、「
ニ
ヨ
ッ
テ
→
ヨ
ッ
テ
→

ヨ
ッ
テ
ニ
→
ヨ
ッ
テ
ン
」
と
い
う
縦
の
系
列
で
の
語
形
変
化
ば
か
り
で
あ
っ

た
の
で
、
近
世
期
を
通
じ
て
、
い
わ
ば
内
部
分
裂
的
お
家
騒
動
も
な
く
、
一

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
着
実
に
力
を
の
ば
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」

（
小
林
（
一
九
七
七
）
三
三
〇
～
三
三
一
頁
）
と
し
、
さ
ら
に
「
サ
カ
イ
」
に

つ
い
て
「
サ
カ
イ
系
の
方
は
、
サ
カ
イ
・
サ
カ
イ
ニ
・
サ
カ
イ
デ
と
い
う
三

語
形
の
勢
力
争
い
を
早
く
か
ら
経
験
し
、
そ
の
た
め
、
ニ
ヨ
ッ
テ
系
ほ
ど
の

成
長
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」（
小
林
（
一
九
七
七
）
三
三
六

頁
）
と
述
べ
た
。
小
林
（
一
九
七
七
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が

「
活
躍
」
で
き
な
か
っ
た
「
後
件
が
命
令
、
依
頼
の
場
合
で
、
か
つ
、
上
接
語

が
推
量
・
意
志
（
特
に
意
志
）
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
場
合
」
に
は
中
世
期

138
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と
同
じ
く
「
ホ
ド
ニ
」
が
原
因
理
由
を
表
す
必
然
確
定
条
件
と
し
て
働
い
て

い
る
が（

（
（

、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
近
世
期
に
は
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が
原
因
理
由

を
表
す
必
然
確
定
条
件
と
し
て
他
の
形
式
を
抑
え
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
と
「
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
ニ
」
は
同
じ
系
列
の
形
式
と
し
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
、「
サ
カ
イ
」
系
は
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
ほ
ど
他
の
形
式
を
抑
え
る

勢
力
を
有
さ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
見
る
と
、
小
林
（
一
九
七
三
）
の
議
論
を
同
小
林

（
一
九
七
七
）
が
補
完
し
て
お
り
、
中
世
期
か
ら
の
口
語
資
料
に
お
け
る
原

因
・
理
由
を
表
す
必
然
確
定
条
件
の
形
式
と
し
て
は
、「
ホ
ド
ニ
」
か
ら
「
ニ

ヨ
ツ
テ
」
へ
の
交
替
が
見
ら
れ
る
こ
と
、「
ホ
ド
ニ
」
は
主
観
的
な
助
詞
、
助

動
詞
を
上
接
語
に
、
後
件
が
命
令
、
依
頼
を
表
わ
す
場
合
が
多
く
、「
ニ
ヨ
ツ

テ
」
は
客
観
的
な
叙
述
を
表
す
動
詞
、
形
容
詞
、
助
動
詞
を
上
接
語
に
取
り
、

後
件
が
事
実
の
客
観
的
叙
述
を
表
す
場
合
か
ら
使
わ
れ
出
す
こ
と
、
そ
の
様

相
は
近
世
期
に
な
っ
て
も
大
き
く
は
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
小
林
（
一
九
七
三
）、（
一
九
七
七
）
の
考
察
を
基
と
し
、

こ
れ
が
一
部
し
か
資
料
と
し
て
扱
わ
な
か
っ
た
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
と
し

て
の
洒
落
本
に
注
目
し
、
こ
の
資
料
中
で
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が
出
現
す
る
構
文

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
補
完
し
た
い
。

三　

近
世
後
期
大
坂
語
資
料
と
し
て
の
洒
落
本
に
つ
い
て

本
論
で
は
用
例
の
採
集
資
料
と
し
て
近
世
後
期
大
坂
語
が
見
ら
れ
る
洒
落

本
を
考
え
た
が
、
ま
ず
そ
の
根
拠
を
述
べ
る
。
増
井
（
二
〇
一
二
）
に
よ
れ

ば
「
洒
落
本
は
、
特
に
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
頃
か
ら
寛
政

年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
頃
ま
で
の
口
語
資
料
と
し
て
第
一
の
資
料

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。（
略
）
ま
ず
、
宝
暦
年
間
頃
か
ら
明
和
五
（
一

七
六
八
）
年
頃
ま
で
だ
が
、
こ
の
時
期
は
、
口
語
資
料
と
し
て
扱
え
る
も
の

は
上
方
板
の
作
品
の
み
で
、
江
戸
板
で
は
ま
だ
研
究
対
象
と
な
る
よ
う
な
作

品
は
見
ら
れ
な
い
。
洒
落
本
で
も
会
話
を
主
と
す
る
日
本
語
文
の
作
品
は
、

上
方
板
の
も
の
が
先
行
す
る
。
そ
の
嚆
矢
と
な
る
も
の
は
、
延
享
三
（
一
七

六
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
絶
板
処
分
を
う
け
た
と
さ
れ
る
「
月
花
余
情
」

と
い
う
作
品
で
あ
る
。
そ
の
初
板
の
も
の
は
現
存
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、

再
板
の
も
の
は
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
質
研
究

対
象
に
な
る
の
は
宝
暦
七
年
の
「
新
月
花
余
情
」「
陽
台
遺
編
」
あ
た
り
か
ら

と
い
う
こ
と
に
な
る
。」（
増
井
（
同
）
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
）
と
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
本
論
で
も
洒
落
本
を
近
世
後
期
大
坂
語
の
口
語
資
料
と
考
え
る

こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
矢
野（
一
九
七
六
）は「
国
語
史
研
究
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
近

世
後
期
の
言
語
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
数
種
の
研
究

を
別
に
す
れ
ば
、
主
に
江
戸
語
資
料
で
あ
っ
た
。
近
世
後
期
以
外
の
時
期
に

つ
い
て
の
国
語
史
研
究
に
一
貫
し
て
上
方
語
資
料
が
利
用
さ
れ
て
き
た
事
か

ら
す
れ
ば
、
近
世
後
期
に
つ
い
て
も
上
方
語
資
料
に
よ
る
研
究
が
、
国
語
史

の
流
れ
の
上
か
ら
は
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
近
世
後
期
上
方
語
資
料

と
し
て
、
比
較
的
量
も
あ
り
一
般
的
な
、
上
方
板
洒
本
（
論
者
注
・『
洒
落

本
』）
類
を
取
り
上
げ
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。」（
矢
野
（
同
）
二

二
頁
）
と
述
べ
た
上
で
、
上
方
板
洒
落
本
類
の
う
ち
で
「
会
話
中
心
の
作
品
」

139
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（
矢
野
（
同
）
二
二
頁
）
で
あ
る
大
坂
板
の
洒
落
本
と
し
て
『
清
神
秘
録
』（
宝

暦
六
年
）、『
月
花
余
情
』（
宝
暦
八
年
以
前
）、『
陽
台
遺
編
』（
宝
暦
七
年
以

前
）、『

閣
秘
言
』（
宝
暦
七
年
以
前
）、『
新
月
花
余
情
』（
宝
暦
七
年
）、『
聖

遊
廓
』（
宝
暦
七
年
）、『
短
華
蕊
葉
』（
天
明
六
年
）、『
北
華
通
情
』（
寛
政
六

年
）、『
睟
の
筋
書
』（
寛
政
六
年
）、『
十
界
和
尚
』（
寛
政
十
年
）、『
南
遊
記
』

（
寛
政
十
二
年
）、『
色
深
狭
睡
夢
』（
文
政
九
年
）、『
北
川
蜆
殻
』（
文
政
十

年
）、『
郭
中
奇
譚
』（
明
和
八
年
）
の
一
四
の
作
品
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
史
料

価
値
を
検
討
し
た
結
果
、「
特
殊
な
例
外
を
除
け
ば
、
こ
こ
で
取
扱
っ
た
上
方

板
洒
落
本
は
概
ね
当
時
の
上
方
語
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。」、「
大
坂
板
の
洒
落
本
に
比
し
て
京
都
板
の
そ
れ
に
、
近
世
後
期
上
方
語

資
料
と
し
て
用
い
る
に
注
意
を
必
要
と
す
る
作
品
が
多
い
。」、「『
郭
中
奇

譚
』
上
方
板
の
成
立
期
は
、
内
部
徴
証
の
上
か
ら
は
宝
暦
明
和
の
頃
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。」（
矢
野
（
一
九
七
六
）
二
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
よ
り
、
本
論
で
も
上
方
板
洒
落
本
類
の
う
ち
の
大
坂
板
洒
落
本
を
用
例
採

集
資
料
と
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
大
坂
板
洒
落
本
の
う
ち
、

先
述
の
矢
野
（
一
九
七
六
）
が
挙
げ
た
一
四
の
作
品
中
、
今
回
内
容
の
確
認

が
可
能
で
あ
っ
た
『
清
神
秘
録
』
以
外
の
一
三
の
作
品
に
つ
い
て
う
ち
二
本

の
異
本
も
含
め
た
全
一
五
の
作
品
を
、
用
例
採
集
資
料
と
す
る
。
洒
落
本
は
、

洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編
、
代
表
水
野
稔（
一
九
七
八
～
一
九
八
八
）『
洒

落
本
大
成
』
を
使
用
し
た
。

四　

近
世
後
期
大
坂
語
資
料
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
に
つ
い
て

四
．
一
．「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
語
構
成

ま
ず
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
語
構
成
を
確
認
し
て
お
く
。

「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
助
詞
「
ニ
」、
動
詞
「
ヨ
ル
（
因
る
・
拠
る
・
依
る
）」
の

連
用
形
「
ヨ
リ
」、
接
続
助
詞
「
テ
」
か
ら
成
る
複
合
語
の
形
式
で
あ
る
。

「
ニ
」
は
「
動
作
、
作
用
の
生
起
す
る
と
こ
ろ
を
示
す
語
で
、
奈
良
時
代
に

は
既
に
多
く
の
用
法
が
あ
る
。」（
西
田
（
一
九
七
七
）
二
一
三
頁
）、「
時
・

所
・
人
・
事
な
ど
対
象
を
指
示
す
る
、
い
わ
ゆ
る
格
助
詞
の
用
法
は
奈
良
時

代
の
文
献
か
ら
例
が
あ
る
。」（
山
口
（
二
〇
〇
一
）
五
八
四
頁
）
と
あ
る
よ

う
に
、
奈
良
時
代
か
ら
格
助
詞
と
し
て
対
象
を
指
示
す
る
用
法
が
あ
っ
た
助

詞
で
あ
る
。
初
め
は
体
言
に
後
接
し
て
い
た
も
の
が
活
用
語
の
連
体
形
に
付

く
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
接
続
関
係
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
及
び
、
接

続
助
詞
と
し
て
の
用
法
も
獲
得
し
た
と
さ
れ
る
が
、「
奈
良
時
代
ま
で
に
関

し
て
は
、
接
続
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
の
判
定
は
で
き
な
い
。」

（
山
口
（
同
）
五
八
四
頁
）
と
さ
れ
、「
一
二
世
紀
半
ば
に
「
に
」
が
接
続
助

詞
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
接
続
助
詞
と
し
て
の
「
に
」
が
格

助
詞
の
「
に
」
か
ら
転
じ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
格
助
詞
の
表
す
語

句
の
続
き
が
時
代
の
経
過
と
と
も
に
条
件
関
係
の
把
握
へ
と
変
化
す
る
こ
と

は
十
分
に
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。」（
山
口
（
同
）
五
八
五
頁
）
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
近
世
期
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
形
式
の
助
詞
「
に
」
は
、
格
助
詞
あ

る
い
は
接
続
助
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

動
詞
「
ヨ
ル
」
は
「《
物
や
心
を
引
き
つ
け
る
方
へ
、
自
然
に
自
発
的
に
近
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づ
い
て
行
く
意
》
①
空
間
的
に
、
あ
る
地
点
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
。（
略
）
②

心
理
的
に
対
象
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
。」（
大
野
・
佐
竹
・
前
田
（1996

）
一

三
九
六
頁
）
と
あ
り
、
あ
る
対
象
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
意
味
を
表
す

と
考
え
ら
れ
、
延
暦
一
五
年
（
七
九
六
）
以
降
、
天
長
（
八
二
四
～
八
三
四
）

ま
で
の
間
に
成
っ
た
（
佐
藤
（
一
九
九
六
）
五
一
八
頁
）
と
さ
れ
る
、
中
田

（
一
九
七
九
）
五
頁
二
行
目
に
「
□
□
ハ
？
随
日
而
轉
芭
蕉
因
雷
而
増
長
（
□

□
ハ
？
日
（
に
）
隨
（
ひ
て
）〔
而
〕
轉
（
ず
）。
芭
蕉
（
は
）
雷
（
に
）
因

（
り
て
）〔
而
〕
増
長
（
す
）。）
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
期
初

期
に
は
「
ヨ
リ
テ
」
の
和
訓
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
テ
」
は
「
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
の
連
用
形
「
て
」
か
ら
接
続
助
詞
に
転

化
し
た
語
と
見
ら
れ
る
。（
略
）
一
つ
の
動
作
・
状
態
が
終
り
、
ひ
き
つ
づ
い

て
次
の
動
作
・
状
態
に
移
る
こ
と
を
示
す
。
従
っ
て
、
そ
の
前
後
関
係
に

よ
っ
て
動
作
や
状
態
の
継
起
・
継
続
・
推
移
ま
た
は
並
立
・
並
存
・
あ
る
い

は
順
接
・
逆
接
な
ど
に
理
解
さ
れ
る
場
合
が
生
じ
る
。」（
西
田
（
一
九
七

七
）
二
八
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
助
動
詞
「
つ
」
に
由
来
す
る
接
続
助
詞
で

あ
る
。
そ
の
前
後
関
係
に
よ
っ
て
表
す
意
味
に
差
異
が
あ
る
が
、「
助
動
詞

「
つ
」は
、
一
つ
の
動
作
・
作
用
や
あ
る
状
態
の
、
実
現
や
存
在
を
確
述
す
る

働
き
を
す
る
が
、
助
詞
「
て
」
も
そ
の
働
き
を
受
け
つ
い
で
お
り
、
あ
る
事

態
や
状
態
の
存
在
を
確
た
る
も
の
と
し
て
設
定
し
て
、
そ
れ
を
文
の
成
分

（
な
い
し
は
文
節
―
連
用
修
飾
語
）
と
し
て
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」

（
糸
井
（
二
〇
〇
一
）
四
九
八
頁
）
と
し
た
上
で
、
接
続
助
詞
「
て
」
の
意

味
・
用
法
に
つ
い
て
、「「
て
」
に
上
接
す
る
、
あ
る
事
態
や
状
態
（
前
件
）

が
既
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
（「
て
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
）、
後

に
述
べ
る
、
他
の
事
態
や
状
態
（
後
件
）
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

両
者
の
関
係
性
の
違
い
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。」（
糸
井

（
同
）
四
九
九
頁
）
と
し
て
、「
事
態
の
継
起
的
関
係
」
や
「
事
態
の
並
立
的

関
係
」
な
ど
と
共
に
「
前
件
の
事
態
・
状
態
が
、
後
件
の
事
態
・
状
態
の
原

因
・
理
由
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
順
接
の
関
係
を
示
す
。」（
糸
井
（
同
）
四

九
九
頁
）
と
あ
る
。

こ
れ
ら
よ
り
成
る
「
ニ
ヨ
リ
テ
」
の
「
リ
」
が
促
音
便
で
発
音
さ
れ
た
形

式
が
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
で
あ
り
、
前
出
の
小
林
（
一
九
七
三
）
に
よ
れ
ば
、
中

世
口
語
資
料
に
お
い
て
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
形
式
は
す
で
に
見
ら
れ
、
原
因
・

理
由
を
表
す
必
然
確
定
条
件
の
形
式
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

四
．
二
．
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
中
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」

四
．
二
．
一
．
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
中
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
用
例
数

ま
ず
、
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
中
に
見
ら
れ
た
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
く
。
資
料
中
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
形
式
と
共
に
、
参
考
と
し
て
、

「
ヨ
ツ
テ
」、「
ホ
ド
ニ
」
の
形
式
が
い
く
つ
見
ら
れ
た
か
も
確
認
す
る
。
以
下
、

用
例
の
後
の
巻
数
、
頁
数
は
『
洒
落
本
大
成
』
の
も
の
を
表
す
。
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以
下
、
用
例
中
の
傍
線
は
全
て
論
者
に
よ
る
。

※
1
（　

）
な
し
は
原
因
・
理
由
の
意
味
を
表
す
用
例
数
、（　

）
付
き
は
形

式
的
な
「
～
か
ら
」
の
意
味
を
表
す
用
例
数
を
表
す
。

※
2
原
因
・
理
由
の
意
味
を
表
す
用
例
は
、「
ヲ
ゝ
わ
し
じ
や
わ
い
の
御
つ

か
い
が
ま
つ
て
じ
や
ほ
ど
に
い
ま
へ
ん
じ
し
て
く
れ
な
ん
せ
と
い
ふ
て
く
だ

ん
せ
や
」（『

閣
秘
言
』
三
巻
二
四
頁
）、「
げ
い
子
が
歌
う
た
ふ
に
も
め
う

な
気
の
つ
け
所
が
ご
ざ
り
ま
す
。
カ
ノ
ふ
む
の
つ
く
の
と
い
ふ
事
が
禁
句
じ

や
に
よ
つ
て
。
と
り
べ
山
に
ぞ
入
に
け
り
。
は
や
す
み
の
江
に
い
り
に
け
り

と
。
こ
れ
だ
け
ソ
ノ
き
み
あ
ひ
を
つ
け
て
う
た
ふ
も
の
じ
や
。」（『
法
華
通

情
』
一
三
巻
二
〇
六
頁
）、「
そ
こ
で
二
十
両
の
か
ね
を
お
針
さ
ん
へ
返
さ
ん

と
利
た
ら
が
た
ん
と
い
る
よ
つ
て
其
金
を
か
へ
し
ま
し
た
そ
ふ
な
と
こ
ろ
が

十
日
の
間
に
ア
ノ
六
両
の
利
息
と
い
ふ
も
の
か
入
ま
し
た
と
い
な
。」（『
十

界
和
尚
話
』
畜
生
界
其
二
一
七
巻
一
九
六
頁
）
な
ど
の
、
客
観
的
な
原
因
・

理
由
の
意
味
を
表
し
て
い
る
例
を
指
す
。

ま
た
、
形
式
的
な
「
～
か
ら
」
の
意
味
を
表
す
用
例
は
、「
そ
し
て
お
ま
へ

に
文
あ
げ
や
ん
す
程
に
ち
よ
つ
と
返
事
し
て
く
れ
な
ん
せ
や
。」（『
陽
台
遺

編
』
巻
三
三
一
頁
）、「
お
ま
へ
夕
べ
い
れ
こ
ん
だ
子
じ
や
に
よ
つ
て
。
そ
こ

ら
は
い
さ
ゐ
か
ま
わ
づ
さ
。」（『
短
華
蕊
葉
』
一
三
巻
二
八
九
頁
）、「
お
ば
さ

ん
の
所
に
け
ん
く
わ
が
あ
つ
た
よ
つ
て
そ
れ
見
て
ゐ
た
。」（『
睟
の
す
じ
書
』

一
六
巻
一
三
二
頁
）
な
ど
の
、
客
観
的
な
原
因
・
理
由
の
意
味
で
は
な
く
話

し
手
の
主
観
的
な
因
果
関
係
や
、
該
当
す
る
形
式
の
前
後
が
「
～
か
ら
」
と

い
う
継
起
関
係
で
結
べ
る
意
味
を
表
し
て
い
る
例
を
指
す
。（　

）
付
き
の
意

味
は
（　

）
な
し
の
意
味
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
表
で
は
そ

の
内
訳
を
示
し
た
が
、
因
果
関
係
の
客
観
性
と
主
観
性
の
判
別
は
文
意
に
よ

り
難
し
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
本
論
で
は
大
き
く
ど
ち
ら
も
原
因
・
理
由
を

表
す
条
件
表
現
形
式
と
し
て
以
下
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

※
3
「
カ
ノ
高
下
に
か
ゝ
わ
る
こ
と
ば
を
う
つ
か
り
と
い
ふ
た
ら
、
客
に
よ

（
表
1
）
資
料
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」、「
ホ
ド
ニ
」
の
用
例
数

資料名（刊行年） 「ホドニ」 「ニヨツテ」 「ヨツテ」

①『月花余情』（宝暦七・1757） 1（0） 0（0） 0（0）

②『月花余情』（異本）（同上と考） 1（0） 0（0） 0（0）

③『陽台遺編』（宝暦七・1757） 0（3） 0（0） 0（0）

④『陽台遺編』（異本）（同上と考） 0（5） 0（0） 0（0）

⑤『 閣秘言』（宝暦七・1757） 1（4） 0（0） 0（0）

⑥『新月花余情』（宝暦七・1757） 0（3） 0（0） 0（0）

⑦『聖遊廓』（宝暦七・1757） 0（0） 1（0） 0（0）

⑧『郭中奇譚』（明和八・1771） 0（1） 0（9） 0（3）

⑨『短華蕊葉』（天明六・1786） 0（1） 0（4） 0（0）

⑩『北華通情』（寛政六・1794） 0（0） 4（1） 0（0）

⑪『睟のすじ書』（寛政六・1794） 0（0） 0（0） 0（2）

⑫『十界和尚話』（寛政十・1798） 0（0） 1（2） 3（1）

⑬『南遊記』（寛政十二・1800） 1（4） 6（4） 5（1）

⑭『色深狭睡夢』（文政九・1826） 0（1） 0（5） 1（9）

⑮『北川蜆殻』（文政十・1827） 0（0） 0（20） 1（4）

計 4（22） 12（45） 10（20）
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つ
て
大
の
は
た
き
に
な
る
事
が
あ
る
。」（『
法
華
通
情
』
巻
一
六
二
〇
七
頁
）

の
よ
う
な
「
～
次
第
で
」
の
よ
う
な
意
味
の
例
は
表
中
の
数
値
に
は
含
め
な

い
。

※
4
作
品
の
刊
行
年
に
つ
い
て
は
（
金
沢
（
一
九
九
八
）
三
頁
）
に
依
っ
た

（
以
下
同（

（
（

）。

（
表
1
）
を
見
る
と
、「
ホ
ド
ニ
」
が
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）『
月
花
余

情
』
か
ら
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）『
北
川
蜆
殻
』
ま
で
の
作
品
に
ほ
ぼ
満
遍

な
く
用
例
が
見
ら
れ
る
の
に
比
し
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
宝
暦
七
年
（
一
七
五

七
）『
聖
遊
廓
』
以
降
の
、「
ヨ
ツ
テ
」
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
『
郭

中
奇
譚
』
以
降
の
作
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
ホ
ド
ニ
」
は
先
述
の

小
林
（
一
九
七
三
）
に
よ
り
中
世
期
か
ら
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
形
式
と
し

て
見
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
同
じ
原
因
・
理
由
を
表
す
形
式
で

は
あ
っ
て
も
こ
の
「
ホ
ド
ニ
」
に
比
し
て
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
は
後

発
の
形
式
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
三
例
の
使
用
に
つ
い
て
は

発
話
者
の
階
層
、
男
女
別
等
に
つ
い
て
目
立
っ
た
位
相
差
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
各
形
式
の
用
例
数
を
見
る
と
、「
ホ
ド
ニ
」
が
二
六
例
、「
ニ
ヨ
ツ

テ
」
が
五
七
例
、「
ヨ
ツ
テ
」
が
三
〇
例
で
あ
り
、
三
例
中
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が

最
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
か
ら
、
近
世
後
期
大
坂
語
の
原
因
・
理
由
を
表
す
形
式
と
し
て
は
、

三
例
中
で
は
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が
最
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。

四
．
二
．
二
．
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
中
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
上
接
語

次
に
、
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
中
に
見
ら
れ
た
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
上
接
語

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
こ
こ
で
も
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
に
加
え
、「
ヨ
ツ
テ
」、

「
ホ
ド
ニ
」の
上
接
語
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
。
表
中
の
空
欄
箇
所
は
、
該
当

す
る
用
例
が
な
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。
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こ
こ
で
は
作
品
名
は
番
号
で
示
す
。（
表
2
）
中
の
※
は
、

※
1�

「
わ
た
し
や
も
ふ
。
か
ま
や
せ
ん
程
に
」（
①
一
一
二

頁
）

※
2�

「
そ
し
て
お
ま
へ
に
文
あ
げ
や
ん
す
程
に
」（
③
三
一

頁
）、「
そ
し
た
ら
お
ま
へ
に
あ
し
た
文
あ
げ
や
ん
す
程

に
」（
④
三
四
頁
）

※
3�

「
い
て
取
て
お
じ
や
袋
へ
入
て
あ
ろ
ほ
ど
に
。」（
⑧
三

一
五
頁
）

※
4�

「
あ
の
子
が
く
ら
か
り
で
う
し
ろ
か
ら
ひ
つ
く
り
さ
し

や
る
に
よ
つ
て
」（
⑧
三
一
五
頁
）

※
5�

「
な
ん
と
お
れ
が
の
が
む
り
か
も
ふ
あ
き
ま
い
ら
せ
た

に
よ
つ
て
外
の
に
仕
か
へ
る
つ
も
り
し
や
」
を
丁
寧
の

補
助
動
詞
と
し
た
。（
⑧
三
二
一
頁
）

※
6�

「
此
中
は
き
つ
ひ
ひ
へ
よ
ふ
で
御
ざ
り
ま
す
よ
つ
て
」

（
⑧
三
二
〇
頁
）、「
あ
な
た
に
渡
し
ま
す
よ
つ
て
」（
⑫

畜
生
界
一
九
二
頁
）

※
7�

「
あ
の
四
郎
め
が
ち
や
へ
い
れ
て
。
ど
ふ
も
な
ら
ん
よ

つ
て
。」（
⑭
巻
之
下
第
五
回
三
二
二
頁
）

※
8�

「
そ
し
つ
た
こ
と
を
き
い
て
ゐ
て
じ
や
有
た
じ
や
あ
ろ

よ
つ
て
。」（
⑭
巻
之
下
第
五
回
三
二
四
頁
）

の
例
を
示
す
。

上
記
（
表
2
）
の
上
接
語
の
分
類
は
小
林
（
一
九
七
三
）
に

（
表
2
）「
ホ
ド
ニ
」、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
の
上
接
語

上接語の種類条件形式 助動詞

名詞 形容詞 動詞 指定ヂヤ
（ジヤ） 指定ナ 完了タル 過去・完

了タ 尊敬 丁寧 打消ヌ 打消ナイ 打消過去
ナンダ

打消推量
マイ

打消意志
マイ 推量ウ 意志ウ・

コマス
推量ウズ
ル 希望タイ 総計

「ホドニ」 6 6 3 2 2 3 1 3 26
「ニヨツテ」 1 2 10 28 10 1 1 4 57
「ヨツテ」 4 3 12 6 1 2 1 1 30

上接語の種類条件形式 助動詞

「ホドニ」 名詞 形容詞 動詞 指定ヂヤ
（ジヤ） 指定ナ 完了タル 過去・完

了タ 尊敬 丁寧 打消ヌ 打消ナイ 打消過去
ナンダ

打消推量
マイ

打消意志
マイ 推量ウ 意志ウ・

コマス
推量ウズ
ル 希望タイ 総計

①『月花余情』（宝暦七・1757） 1　※1 1
②『月花余情』（異本）（同上と考） 1 1
③『陽台遺編』（宝暦七・1757） 1 1 1　※2 3
④『陽台遺編』（異本）（同上と考） 1 1 1 1　※2 1 5
⑤『 閣秘言』（宝暦七・1757） 1 1 1 1 1（ウ） 5

⑥『新月花余情』（宝暦七・1757） 1 1（コマス）
1（ウ） 3

⑦『聖遊廓』（宝暦七・1757） 0
⑧『郭中奇譚』（明和八・1771） 1　※3 1
⑨『短華蕊葉』（天明六・1786） 1 1
⑩『北華通情』（寛政六・1794） 0
⑪『睟のすじ書』（寛政六・1794） 0
⑫『十界和尚話』（寛政十・1798） 0
⑬『南遊記』（寛政十二・1800） 2 2 1 5
⑭『色深狭睡夢』（文政九・1826） 1 1
⑮『北川蜆殻』（文政十・1827） 0

上接語の種類条件形式 助動詞

「ニヨツテ」 名詞 形容詞 動詞 指定ヂヤ
（ジヤ） 指定ナ 完了タル 過去・完

了タ 尊敬 丁寧 打消ヌ 打消ナイ 打消過去
ナンダ

打消推量
マイ

打消意志
マイ 推量ウ 意志ウ・

コマス
推量ウズ
ル 希望タイ 総計

①『月花余情』（宝暦七・1757） 0
②『月花余情』（異本）（同上と考） 0
③『陽台遺編』（宝暦七・1757） 0
④『陽台遺編』（異本）（同上と考） 0
⑤『 閣秘言』（宝暦七・1757） 0
⑥『新月花余情』（宝暦七・1757） 0
⑦『聖遊廓』（宝暦七・1757） 1 1
⑧『郭中奇譚』（明和八・1771） 2 5 1　※4 1　※5 9
⑨『短華蕊葉』（天明六・1786） 1 1 2 4
⑩『北華通情』（寛政六・1794） 5 5
⑪『睟のすじ書』（寛政六・1794） 0
⑫『十界和尚話』（寛政十・1798） 3 3
⑬『南遊記』（寛政十二・1800） 2 3 1 4 10
⑭『色深狭睡夢』（文政九・1826） 3 1 1 5
⑮『北川蜆殻』（文政十・1827） 2 2 15 1 20

上接語の種類条件形式 助動詞

「ヨツテ」 名詞 形容詞 動詞 指定ヂヤ
（ジヤ） 指定ナ 完了タル 過去・完

了タ 尊敬 丁寧 打消ヌ 打消ナイ 打消過去
ナンダ

打消推量
マイ

打消意志
マイ 推量ウ 意志ウ・

コマス
推量ウズ
ル 希望タイ 総計

①『月花余情』（宝暦七・1757） 0
②『月花余情』（異本）（同上と考） 0
③『陽台遺編』（宝暦七・1757） 0
④『陽台遺編』（異本）（同上と考） 0
⑤『 閣秘言』（宝暦七・1757） 0
⑥『新月花余情』（宝暦七・1757） 0
⑦『聖遊廓』（宝暦七・1757） 0
⑧『郭中奇譚』（明和八・1771） 2 1　※6 3
⑨『短華蕊葉』（天明六・1786） 0
⑩『北華通情』（寛政六・1794） 0
⑪『睟のすじ書』（寛政六・1794） 1 1 2
⑫『十界和尚話』（寛政十・1798） 1 1 1 1　※6 4
⑬『南遊記』（寛政十二・1800） 3 3 6
⑭『色深狭睡夢』（文政九・1826） 2 1 3 2 1　※7 1　※8 10
⑮『北川蜆殻』（文政十・1827） 2 1 2 5
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則
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
接
語
が
指
定
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
で
あ
る
と
き
に
下

接
す
る
形
式
と
し
て
は
三
形
式
の
中
で
は
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
と
「
ヨ
ツ
テ
」、
と

り
わ
け
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
へ
の
集
中
が
目
立
つ
。「
ホ
ド
ニ
」
も
上
接
語
指
定
ヂ

ヤ
（
ジ
ヤ
）
を
取
る
が
、
上
接
語
指
定
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
に
「
ヨ
ツ
テ
」
が
下

接
す
る
例
が
初
め
て
見
ら
れ
る
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
『
郭
中
奇
譚
』

や
上
接
語
指
定
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
に
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が
下
接
す
る
例
が
初
め
て

見
ら
れ
る
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
『
短
華
蕊
葉
』
以
降
の
作
品
で
は
上

接
語
指
定
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
に
下
接
す
る
原
因
・
理
由
を
表
す
形
式
が
「
ニ
ヨ

ツ
テ
」
と
「
ヨ
ツ
テ
」
に
ほ
ぼ
集
中
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
一

七
七
一
年
～
一
七
八
六
年
周
辺
以
降
は
、
指
定
、
断
定
の
形
式
に
は
「
ホ
ド

ニ
」
よ
り
も
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
が
下
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
観
察
で
き
る
。

さ
ら
に
、
推
量
ウ
、
意
志
ウ
・
コ
マ
ス
、
推
量
ウ
ズ
ル
、
希
望
タ
イ
に
下

接
す
る「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」の
形
式
が
ほ
ぼ
な
い
こ
と
を
見
る
と
、
小

林
（
一
九
七
三
）
が
述
べ
た
「「
ホ
ド
ニ
」
は
「
後
件
が
命
令
、
依
頼
を
表
わ

す
場
合
（
略
）
に
限
っ
て
、
ニ
ヨ
ッ
テ
の
侵
略
を
抑
え
て
い
た
」
こ
と
、
ま

た
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
「
後
件
が
事
実
の
客
観
的
叙
述
を
表
わ
す
場
合
（
＝
動

詞
・
助
動
詞
（
指
定
ヂ
ャ
・
過
去
完
了
タ
・
打
消
ヌ
）
や
形
容
詞
・
助
動
詞

（
尊
敬
ル
ル
・
ラ
ル
ル
等
・
丁
寧
マ
ラ
ス
ル
・
マ
ス
ル
等
）
を
上
接
語
に
と

る
）」（
小
林
（
同
、
一
部
省
略
）
三
七
頁
）
場
合
か
ら
使
わ
れ
出
し
た
形
式

で
あ
る
と
い
う
中
世
期
の
状
態
が
、
近
世
後
期
上
方
語
の
資
料
で
も
同
じ
く

見
ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
ホ
ド
ニ
」
は
上
接
語
が
連
体
形
で

あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
が
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
は
「
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）

ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
ヨ
ツ
テ
」
の
形
式
で
、
上
接
部
に
あ
ら
ゆ
る

句
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
、
口
語
作
品
の
中
で
上
接
形
式
を

問
わ
な
い
条
件
形
式
と
し
て
の
高
い
適
応
性
は
、「
ホ
ド
ニ
」
に
替
わ
る
「
ニ

ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
の
使
用
の
拡
大
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
．
二
．
三
．
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
中
の
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
後
件
の
種
類

次
に
、
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
中
に
見
ら
れ
た
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
後
件
の

種
類
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
こ
こ
で
も
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
に
加
え
、「
ヨ
ツ

テ
」、「
ホ
ド
ニ
」
の
後
件
の
種
類
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
。
表
中
の
空
欄
箇

所
は
、
該
当
す
る
用
例
が
な
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。
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（
表
3
）「
ホ
ド
ニ
」、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
の
後
件
の
種
類

後件の種類

条件形式
（a）推量 （b）見解 （c）意志 （d）命令 （e）依頼 （f）疑問

（g）事実　　

の叙述

（h）形式の

終助詞的

用法

総計

「ホドニ」 4 11 10 1 26
「ニヨツテ」 18 5 4 5 2 13 10 57
「ヨツテ」 1 12 3 1 2 1 6 4 30

後件の種類

条件形式
（a）推量 （b）見解 （c）意志 （d）命令 （e）依頼 （f）疑問

（g）事実　　

の叙述

（h）形式の

終助詞的

用法

総計

「ホドニ」
①『月花余情』（宝暦七・1757） 1 1
②『月花余情』（異本）（同上と考） 1 1
③『陽台遺編』（宝暦七・1757） 2 1 3
④『陽台遺編』（異本）（同上と考） 1 2 2 5
⑤『 閣秘言』（宝暦七・1757） 1 4 5
⑥『新月花余情』（宝暦七・1757） 1 1 1 3
⑦『聖遊廓』（宝暦七・1757）
⑧『郭中奇譚』（明和八・1771） 1　※1 1
⑨『短華蕊葉』（天明六・1786） 1 1
⑩『北華通情』（寛政六・1794）
⑪『睟のすじ書』（寛政六・1794）
⑫『十界和尚話』（寛政十・1798）
⑬『南遊記』（寛政十二・1800） 1 2 2 5
⑭『色深狭睡夢』（文政九・1826） 1 1
⑮『北川蜆殻』（文政十・1827）

後件の種類

条件形式
（a）推量 （b）見解 （c）意志 （d）命令 （e）依頼 （f）疑問

（g）事実　　

の叙述

（h）形式の

終助詞的

用法

総計

「ニヨツテ」
①『月花余情』（宝暦七・1757）
②『月花余情』（異本）（同上と考）
③『陽台遺編』（宝暦七・1757）
④『陽台遺編』（異本）（同上と考）
⑤『 閣秘言』（宝暦七・1757）
⑥『新月花余情』（宝暦七・1757）
⑦『聖遊廓』（宝暦七・1757） 1 1
⑧『郭中奇譚』（明和八・1771） 3 1 4 1 9
⑨『短華蕊葉』（天明六・1786） 1 1 1 1 4
⑩『北華通情』（寛政六・1794） 4 1 5
⑪『睟のすじ書』（寛政六・1794）
⑫『十界和尚話』（寛政十・1798） 1 2 3
⑬『南遊記』（寛政十二・1800） 3 2 1 2 2 10
⑭『色深狭睡夢』（文政九・1826） 2 2 1 5
⑮『北川蜆殻』（文政十・1827） 4 2 4 2 1 7 20

後件の種類

条件形式
（a）推量 （b）見解 （c ）意志 （d）命令 （e）依頼 （f）疑問

（g）事実　　

の叙述

（h）形式の

終助詞的

用法

総計

「ヨツテ」
①『月花余情』（宝暦七・1757）
②『月花余情』（異本）（同上と考）
③『陽台遺編』（宝暦七・1757）
④『陽台遺編』（異本）（同上と考）
⑤『 閣秘言』（宝暦七・1757）
⑥『新月花余情』（宝暦七・1757）
⑦『聖遊廓』（宝暦七・1757）
⑧『郭中奇譚』（明和八・1771） 3 3
⑨『短華蕊葉』（天明六・1786）
⑩『北華通情』（寛政六・1794）
⑪『睟のすじ書』（寛政六・1794） 1 1 2
⑫『十界和尚話』（寛政十・1798） 1 1 1 1 4
⑬『南遊記』（寛政十二・1800） 3 1 1 1 6
⑭『色深狭睡夢』（文政九・1826） 1 3 1 1 1 3 10
⑮『北川蜆殻』（文政十・1827） 2 1 2 5
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こ
こ
で
は
作
品
名
は
番
号
で
示
す
。
な
お
、（
表
3
）
中
の

※
1  �
「
い
て
取
て
お
じ
や
袋
へ
入
て
あ
ろ
ほ
ど
に
。」（
⑧
三
一
五
頁
）

を
、
倒
置
の
（
d
）
命
令
の
例
と
取
っ
た
。

　

各
後
件
の
例
を
示
す
。

　
（
a
）�

推
量「
ゆ
ふ
べ
あ
の
く
ら
ひ
か
ま
け
て
置
た
よ
つ
て
。
大
方
今
夜

は
く
る
じ
や
あ
ろ
。」（
⑭
巻
之
下
第
六
回
三
二
六
頁
）

　
（
b
）�

見
解「
わ
た
し
や
も
ふ
。
か
ま
や
せ
ん
程
に
。
ど
ふ
な
と
な
ん
せ

と
う
そ
ば
ら
が
立
た
さ
か
い
。
ぐ
つ
の
い
ふ
た
わ
い
な
。」（
①

一
一
二
頁
）、「
お
ま
へ
夕
べ
い
れ
こ
ん
だ
子
じ
や
に
よ
つ
て
。
そ

こ
ら
は
い
さ
ゐ
か
ま
わ
づ
さ
。（
⑨
二
八
九
頁
）、「
あ
ん
ま
り
見

せ
つ
け
た
仕
方
じ
や
よ
つ
て
わ
し
も
か
ん
て
き
お
こ
し
て
た
ば

こ
入
れ
を
ひ
き
や
ぶ
ら
ふ
と
し
た
け
れ
ど
。」（
⑬
一
七
九
頁
）

　
（
c
）�

意
志「
こ
こ
ろ
ざ
し
の
あ
る
か
た
よ
り
の
い
つ
わ
り
は
よ
の
ま
こ

と
よ
り
嬉
し
か
り
け
り
と
い
ふ
に
よ
つ
て
ま
あ
う
れ
し
い
に
し

て
を
く
じ
や
。」（
⑧
三
一
九
頁
）、「
こ
り
や
こ
れ
は
。
わ
れ
に
や

る
の
じ
や
な
い
ぞ
よ
。
は
ゝ
親
の
病
気
が
。
あ
ま
り
気
の
ど
く
じ

や
よ
つ
て
。
借
て
や
る
は
。」（
⑮
三
四
八
頁
）

　
（
d
）�

命
令「
是
お
さ
ん
表
は
し
め
て
お
い
た
程
に
も
ふ
ね
や
ゝ
。」（
④

三
五
頁
）、「
も
ふ
ち
つ
と
の
辛
抱
じ
や
に
よ
つ
て
。
し
ん
ぼ
う
し

な
さ
れ
。」（
⑮
三
五
〇
頁
）、「
そ
し
つ
た
こ
と
を
き
い
て
ゐ
て

じ
や
有
た
じ
や
あ
ろ
よ
つ
て
。
め
の
さ
め
ぬ
う
ち
お
か
え
り
な

は
れ
。」（
⑭
巻
之
中
第
三
回
三
二
四
頁
）

　
（
e
）�

依
頼「
そ
い
た
ら
ふ
ろ
へ
い
か
ふ
程
に
か
ぶ
ら
お
ろ
し
て
お
い
て

た
も
。」（
⑤
二
三
頁
）、「
私
が
往
て
待
て
居
る
筈
じ
や
け
れ
と

少
度
店
が
出
ら
れ
ぬ
事
が
有
に
よ
つ
て
か
な
ら
ず
お
出
た
ら
音

信
し
て
お
く
れ
と
い
ふ
玉
章
を
」（
⑬
一
七
三
頁
）、「
あ
な
た
に

渡
し
ま
す
よ
つ
て
身
請
の
た
し
に
し
て
お
く
れ
な
さ
れ
ト
ふ
と

こ
ろ
よ
り
小
判
で
二
十
両
程
出
す
。」（
⑫
畜
生
界
一
九
二
頁
）

　
（
f
）�

疑
問「
ね
つ
か
ら
破
れ
ぬ
に
よ
つ
て
強
欲
と
出
か
け
此
た
ば
こ
入

れ
私
に
お
く
れ
ん
か
と
い
ふ
た
り
や
ナ
。」（
⑬
一
七
九
頁
）、

　
　
　

 �「
此
間
も
遭
ふ
た
り
や
し
ほ
〳
〵
と
し
て
居
て
じ
や
よ
つ
て
き
ぶ

ん
は
ど
ふ
じ
や
へ
と
問
ふ
た
り
や
ナ
。」（
⑬
一
七
八
頁
）

　
（
g
）�

事
実
の
叙
述「
八
木
四
郎
が
来
て
と
め
た
も
の
じ
や
に
よ
つ
て
い

ま
い
ま
し
な
が
ら
出
て
き
た
の
じ
や
。」（
⑭
巻
之
中
第
三
回
三

一
三
頁
）、「
お
ば
さ
ん
の
所
に
け
ん
く
わ
が
あ
つ
た
よ
つ
て
そ

れ
見
て
ゐ
た
。」（
⑪
一
三
二
頁
）

　
（
h
）�

形
式
の
終
助
詞
的
用
法「
今
夜
お
ま
へ
に
ぐ
つ
と
い
ふ
こ
と
が
有

ほ
ど
に
。」「
ヲ
ツ
ト
う
け
給
は
り
ま
す
や
の
。」（
⑥
三
一
九
頁
）、

「
そ
れ
で
も
奥
か
ら
よ
ぶ
に
よ
つ
て
ち
ょ
っ
と
。」「
い
や
で
お
ま

す
。」（
⑮
三
五
八
頁
）、「
あ
な
た
の
や
う
に
な
ぶ
り
な
さ
る
よ

つ
て
じ
や
わ
へ
。」「
コ
レ
其
様
に
帯
を
し
て
何
に
も
去
支
度
す

る
こ
と
は
な
い
。」（
⑫
畜
生
界
一
九
三
頁
）

（
表
3
）
の
後
件
の
種
類
の
分
類
は
小
林
（
一
九
七
三
）
に
則
る
が
、（
h
）

の
「
形
式
の
終
助
詞
的
用
法
」
の
項
目
の
み
は
論
者
が
加
え
た
。

前
述
し
た
小
林
（
一
九
七
三
）
が
述
べ
た
「「
ホ
ド
ニ
」
は
「
後
件
が
命
令
、
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依
頼
を
表
わ
す
場
合
（
略
）
に
限
っ
て
、
ニ
ヨ
ッ
テ
の
侵
略
を
抑
え
て
い
た
」

こ
と
、
ま
た
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
「
後
件
が
事
実
の
客
観
的
叙
述
を
表
わ
す
場

合
」（
小
林
（
同
、
一
部
省
略
）
三
七
頁
）
か
ら
使
わ
れ
出
し
た
形
式
で
あ
る

と
い
う
中
世
期
の
状
態
は
、
こ
の
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
に
お
い
て
は
一
部

に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
る
が
、
若
干
の
差
異
も
認
め
ら
れ
る
。
後
件
が
命
令

や
依
頼
な
ど
の
聞
き
手
に
対
す
る
働
き
か
け
を
表
す
形
式
で
あ
っ
て
も
、

「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
『
短
華
蕊
葉
』
以
降
に
依
頼
の

形
式
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
『
北
川
蜆
殻
』
以
降
に
命
令
の
形
式
が
、

ま
た
、「
ヨ
ツ
テ
」
も
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
『
十
界
和
尚
話
』
以
降
に

依
頼
の
形
式
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
の
『
色
深
狭
睡
夢
』
以
降
に
命
令

の
形
式
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
中
世
期
に
は
「
ホ
ド
ニ
」
が

占
有
し
て
い
た
後
件
が
命
令
や
依
頼
の
形
式
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
一
七
八
六

年
以
降
は
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が
、
一
七
九
八
年
以
降
は
「
ヨ
ツ
テ
」
が
侵
攻
し

て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
両
形
式
は
共
に
後
件
が
依
頼

の
形
式
で
あ
る
も
の
か
ら
資
料
中
に
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
待
遇
度
が
高

く
聞
き
手
に
対
す
る
働
き
か
け
の
度
合
い
が
命
令
よ
り
は
緩
や
か
な
依
頼
の

形
式
か
ら
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
が
「
ホ
ド
ニ
」
が
占
有
し
て
い
た
領

域
を
侵
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
件
に
依
頼
の
形
式
を
取
る
「
ニ
ヨ

ツ
テ
」
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
始
め
た
一
七
九
八
年
に
近
い
一
八
〇
〇
年
に
、

後
件
に
疑
問
の
形
式
を
取
る
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
が
見
ら
れ
る
（『
南
遊
記
』（
寛

政
十
二
年
・
一
八
〇
〇
）
こ
と
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
後
件
が
疑
問
・

依
頼
の
形
式
を
と
る
も
の
か
ら
命
令
の
形
式
を
取
る
も
の
へ
と
、「
ホ
ド
ニ
」

の
領
域
に
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
が
侵
攻
し
て
い
っ
た
と
い
う
道
筋
を

見
て
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
後
件
が
事
実
の
叙
述
で
あ
る
も
の
は
「
ホ
ド
ニ
」
が
0
例
、「
ニ
ヨ

ツ
テ
」
が
13
例
、「
ヨ
ツ
テ
」
が
6
例
で
あ
る
。
中
世
期
の
資
料
と
同
様
、
近

世
大
坂
語
資
料
中
に
お
い
て
も
後
件
が
事
実
の
叙
述
で
あ
る
形
式
は
、「
ニ

ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
の
占
有
領
域
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
こ
の
時
期
に
は
、「
ホ
ド
ニ
」、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
の
形
式

を
終
助
詞
と
し
て
使
う
終
助
詞
的
用
法
の
例
が
見
ら
れ
る
（「
ホ
ド
ニ
」
1

例
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
10
例
、「
ヨ
ツ
テ
」
4
例
）。
用
例
か
ら
、
こ
れ
ら
は
話
し

手
と
聞
き
手
の
会
話
文
の
や
り
取
り
の
中
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
会
話
文
か
ら
生
じ
た
例
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
し
て
、
場
面
や
状
況
に

依
存
し
た
例（

（
（

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
必
然
確
定
条
件
の
形
式
が
時
代

を
経
る
に
従
い
文
末
に
移
動
し
終
助
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
他
の
形
式

で
も
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
資
料
を
通
時

的
に
確
認
し
、
稿
を
改
め
て
そ
の
状
況
を
報
告
し
た
い
。

五
．
ま
と
め

以
上
、
本
論
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

本
論
は
、
近
世
後
期
大
坂
語
資
料
に
お
け
る
条
件
表
現
形
式「
ニ
ヨ
ツ
テ
」

が
出
現
す
る
構
文
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
林
（
一
九
七
三
）
が
論
じ
た
、
中
世
口
語
資
料
に
お
い
て
は
必
然
確
定
条

件
の
形
式
と
し
て
「
ホ
ド
ニ
」
か
ら
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
へ
の
交
替
が
見
ら
れ
る

が
、「
ホ
ド
ニ
」
は
「
後
件
が
命
令
、
依
頼
を
表
わ
す
場
合
（
推
量
・
意
志
・

希
望
を
表
わ
す
助
動
詞
群
を
上
接
語
に
と
る
こ
と
が
多
い
）
に
限
っ
て
、
ニ
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ヨ
ッ
テ
の
侵
略
を
抑
え
て
」（
小
林
（
同
）
三
七
頁
）
お
り
、
ま
た
、「
ニ
ヨ

ツ
テ
」
は
「
後
件
が
事
実
の
客
観
的
叙
述
を
表
わ
す
場
合
（
動
詞
・
助
動
詞

（
指
定
ヂ
ャ
・
過
去
完
了
タ
・
打
消
ヌ
）
や
形
容
詞
・
助
動
詞
（
尊
敬
ル
ル
・

ラ
ル
ル
等
・
丁
寧
マ
ラ
ス
ル
・
マ
ス
ル
等
）
を
上
接
語
に
と
る
）
か
ら
使
わ

れ
出
し
」（
小
林
（
同
、
一
部
省
略
）
三
七
頁
）
た
と
述
べ
る
が
、
本
論
で
用

例
採
集
資
料
と
し
た
近
世
後
期
大
坂
語
に
よ
る
洒
落
本
作
品
に
お
い
て
こ
れ

を
確
認
す
る
と
、
ま
ず
該
当
形
式
の
上
接
語
に
お
い
て
は
、
上
接
語
が
指
定

ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
で
あ
る
と
き
に
下
接
す
る
形
式
と
し
て
、「
ホ
ド
ニ
」
の
例
も

皆
無
で
は
な
い
が
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
と
「
ヨ
ツ
テ
」、
と
り
わ
け
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」

へ
の
集
中
が
目
立
つ
こ
と
、
特
に
上
接
語
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
に
「
ヨ
ツ
テ
」
が

下
接
す
る
例
が
見
ら
れ
る
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
『
郭
中
奇
譚
』
の
例

や
、
同
上
接
語
に「
ニ
ヨ
ツ
テ
」が
下
接
す
る
例
が
見
ら
れ
る
天
明
六
年（
一

七
八
六
）
の
『
短
華
蕊
葉
』
の
例
以
降
は
、
上
接
語
指
定
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
に

下
接
す
る
原
因
・
理
由
を
表
す
形
式
が
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
と
「
ヨ
ツ
テ
」
に
ほ

ぼ
集
中
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
七
一
年
～
一
七
八
六
年
周
辺
以
降

は
特
に
、
指
定
、
断
定
の
形
式
に
は
「
ホ
ド
ニ
」
よ
り
も
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ

ツ
テ
」
が
下
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
観
察
で
き
る
。「
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）

ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヂ
ヤ
（
ジ
ヤ
）
ヨ
ツ
テ
」
の
形
式
は
上
接
部
に
取
る
句
の
形

式
を
限
定
し
な
い
た
め
、
条
件
形
式
と
し
て
の
高
い
適
応
性
を
持
つ
。
こ
の

点
が
「
ホ
ド
ニ
」
に
替
わ
る
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
の
使
用
の
拡
大
に

寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
該
当
形
式
の
後
件
の
種
類
に
お
い
て
は
、
後
件
が
事
実
の
叙
述

を
表
す
場
合
に
は
「
ホ
ド
ニ
」
で
は
な
く
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ
テ
」
が
使

用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
は
中
世
口
語
と
変
わ
り
な
く
、
後
件
が
命
令
や

依
頼
を
表
す
場
合
に
は
中
世
と
同
じ
く
「
ホ
ド
ニ
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
反
面
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
『
短
華
蕊
葉
』
の
例
以
降
は
「
ニ

ヨ
ツ
テ
」、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
『
十
界
和
尚
話
』
の
例
以
降
は
「
ヨ

ツ
テ
」
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
特
に

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
『
郭
中
奇
譚
』
以
降
、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」、「
ヨ
ツ

テ
」
を
終
助
詞
の
よ
う
に
用
い
る
用
法
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
例
は
話
し
手
と
聞
き
手
の
会
話
文
の
や
り
取
り
の
中
で
生
じ
た
も
の
で

あ
り
場
面
や
状
況
に
依
存
し
た
例
で
あ
る
た
め
、
終
助
詞
的
用
法
の
発
生
の

例
と
し
て
さ
ら
に
資
料
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

注（
1
）　

小
林
（
一
九
七
三
）
は
抄
物
資
料
と
し
て
、
講
義
の
直
接
の
聞
書
で
口
頭
要

素
を
高
度
に
反
映
す
る
〔
抄
物
A
〕『
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
漢
書
列
伝
笠

桃
抄
』（
一
四
五
八
～
一
四
六
〇
年
）、『
同
図
書
館
蔵
史
記
抄
』（
一
四
七
七

年
）、『
蕉
窓
夜
話
』（
一
四
八
九
年
）、『
古
活
字
版
二
冊
本
日
本
書
紀
抄
』（
一

五
二
八
年
）、『
東
京
教
育
大
学
付
属
図
書
館
蔵
古
活
字
版
毛
詩
抄
』（
一
五
三

四
年
）、『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
玉
塵
抄
』（
一
五
六
三
年
）、
口
語
要
素
と
文
章

語
要
素
と
が
相
半
ば
し
て
い
る
抄
物
〔
抄
物
B
〕『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
寛
永

十
年
版
中
華
若
木
詩
抄
』（
一
五
三
三
年
頃
）、『
山
岸
徳
平
博
士
蔵
寛
永
九
年

版
錦
繍
段
抄
』（
一
四
八
三
～
一
五
九
九
年
）、
講
者
が
文
章
語
脈
で
綴
っ
た

〔
抄
物
C
〕『
天
理
図
書
館
蔵
清
原
宣
賢
日
本
書
紀
後
抄
』（
一
五
二
六
～
一
五

二
七
年
）、
文
章
語
脈
で
綴
ら
れ
、
変
体
漢
文
調
を
多
分
に
有
す
る〔
抄
物
D
〕

『
成
簣
堂
旧
蔵
お
茶
水
図
書
館
現
蔵
論
語
抄
』（
一
四
七
七
年
）、『
服
部
謙
太
郎

氏
蔵
三
略
抄
』（
一
五
四
六
年
頃
）
を
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
し
て
『
天
草
版

伊
曾
保
物
語
』（
一
五
九
三
年
）、『
天
草
版
平
家
物
語
』（
一
五
九
三
年
）、『
コ
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リ
ャ
ー
ド
懺
悔
録
』（
一
六
三
二
年
）
を
、
狂
言
資
料
と
し
て
『
大
蔵
流
虎
明

本
狂
言
』（
一
六
四
二
年
書
写
）『
大
蔵
流
虎
清
本
狂
言
』（
一
六
四
六
年
書

写
）、『
大
蔵
流
虎
寛
本
狂
言
』（
一
七
九
二
年
書
写
）
を
資
料
と
し
て
い
る
。

（
2
）　

小
林
（
一
九
七
三
）
で
は
「
ニ
ヨ
ッ
テ
」
と
し
て
い
る
が
、
本
論
で
は
こ
の

「
ニ
ヨ
ッ
テ
」、「
ニ
因
テ
」、「
ニ
因
ッ
テ
」、「
ニ
因
ツ
テ
」、「
ニ
拠
テ
」「
ニ

拠
ッ
テ
」、「
ニ
拠
ツ
テ
」、「
ニ
依
テ
」、「
ニ
依
ッ
テ
」、「
ニ
依
ツ
テ
」
の
形
式

を
ま
と
め
て
「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
で
表
す
。

（
3
）　

小
林
（
一
九
七
七
）
三
二
一
～
三
二
二
頁
。

（
4
）　

な
お
、（
金
沢
（
一
九
九
八
）
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
作
品
の
刊
行
年

に
つ
い
て
は
①
「『
月
花
余
情
』（
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
？
）」、
③
「『
陽

台
遺
編
』（
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
？
）」、
⑤
「『（
女
へ
ん
＋
壮
）
閣
秘
言
』

（
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
？
）」、
⑥
「『
郭
中
奇
譚
』（
明
和
八
年
（
一
七
七

一
）
？
）」、
⑮
『
北
川
蜆
殻
』（
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
？
）」
と
、「
？
」

が
付
い
て
い
る
。

（
5
）「
ホ
ド
ニ
」
の
「
ち
や
り
な
ん
す
が
な
。
今
夜
お
ま
へ
に
ぐ
つ
と
い
ふ
こ
と
が

有
ほ
ど
に
。」「
ヲ
ツ
ト
う
け
給
は
り
ま
す
や
の
。」（『
新
月
花
余
情
』（
宝
暦

七
年
（
一
七
五
七
））
三
一
九
頁
）、「
ニ
ヨ
ツ
テ
」
の
「
こ
れ
勝
弥
せ
び
ら
か

し
や
ん
な
。」「
い
ゝ
へ
。あ
の
子
が
く
ら
か
り
で
う
し
ろ
か
ら
ひ
つ
く
り
さ
し

や
る
に
よ
つ
て
。」（『
郭
中
奇
譚
』
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
三
一
五
頁
）、「
ヨ

ツ
テ
」
の
「
か
ん
ざ
し
お
と
し
た
、」「
ど
の
い
な
ア
。」「
し
ん
ち
う
の
。」「
そ

ん
な
ら
た
ん
な
ひ
。」「
そ
れ
で
も
次
郎
様
に
も
ら
ふ
た
の
じ
や
よ
つ
て
。」

（『
睟
の
す
じ
書
』（
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
一
三
三
頁
）
な
ど
の
、
話
し
手

と
聞
き
手
の
間
で
、場
面
や
状
況
な
ど
の
発
話
環
境
が
共
通
に
認
識
さ
れ
て
お

り
、
発
話
さ
れ
た
文
意
の
取
り
違
え
が
、
共
通
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
発
話
環

境
で
生
じ
た
文
よ
り
も
生
じ
に
く
い
場
合
の
例
が
、（
h
）
の
「
形
式
の
終
助

詞
的
用
法
」
の
例
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

使
用
テ
キ
ス
ト

代
表
水
野
稔（
一
九
七
八
～
一
九
八
八
）『
洒
落
本
大
成
』（
第
二
巻
・
第
三
巻
・
第

四
巻
・
第
十
三
巻
・
第
十
六
巻
・
第
十
七
巻
・
第
十
八
巻
・
第
二
十
七
巻
）中

央
公
論
社

参
考
文
献

糸
井
通
浩
（
二
〇
〇
一
）『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
の
「
て
」
の
項
、
秋
本
守
英
・

山
口
明
穂
編
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
四
九
八
―
五
〇
〇
頁

大
野
晋
・
佐
竹
昭
広
・
前
田
金
五
郎
編
（
一
九
九
六
）『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版
』

の
「
よ
り
」
の
項
、『
岩
波
古
語
辞
典
補
訂
版
』
岩
波
書
店
、
一
三
九
六
頁

金
沢
裕
之
（
一
九
九
八
）『
研
究
叢
書
224
近
代
大
阪
語
変
遷
の
研
究
』
和
泉
書
院

来
田
隆
（
一
九
九
三
）「
洞
門
抄
物
に
於
け
る
ホ
ド
ニ
と
ニ
ヨ
ッ
テ
」
山
内
洋
一

郎
・
永
尾
章
曹
編
『
研
究
叢
書
138
（
継
承
と
展
開
2
）
近
代
語
の
成
立
と
展

開
』
和
泉
書
院
、
一
七
―
三
八
頁

小
林
千
草
（
一
九
七
三
）「
中
世
口
語
に
お
け
る
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
条
件
句
」

『
国
語
学
』
九
四
、
国
語
学
会
、
一
六
―
四
三
頁

小
林
千
草（
一
九
七
七
）「
近
世
上
方
語
に
お
け
る
サ
カ
イ
と
そ
の
周
辺
」『
近
代
語

研
究
』
第
五
集
、
武
蔵
野
書
院
、
三
〇
九
―
三
五
三
頁

佐
藤
宣
男
（
一
九
九
六
）『
国
語
学
研
究
事
典
』
の
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
の
項
、
佐

藤
喜
代
治
編（
一
九
九
六
）『
国
語
学
研
究
事
典
』、
明
治
書
院
、
五
一
八
―
五

一
九
頁

竹
内
史
郎
（
二
〇
〇
六
）「
ホ
ド
ニ
の
意
味
拡
張
を
め
ぐ
っ
て
―
時
間
関
係
か
ら
因

果
関
係
へ
―
」『
日
本
語
文
法
』
六
巻
一
号
、
五
六
―
七
一
頁

中
田
祝
夫
（
一
九
七
九
）『
改
訂
新
版
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
風
間

書
房

西
田
直
敏
（
一
九
七
七
）「
5　

助
詞
（
1
）」『
岩
波
講
座
日
本
語
7
文
法
Ⅱ
』
岩

波
書
店
、
二
一
三
頁

増
井
典
夫
（
二
〇
一
二
）『
近
世
後
期
語
・
明
治
時
代
語
論
考
』
和
泉
書
院
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松
尾
弘
徳
（
二
〇
〇
〇
）「
天
理
図
書
館
蔵
『
狂
言
六
義
』
の
原
因
・
理
由
を
表
す

条
件
句
―
ホ
ド
ニ
と
ニ
ヨ
ッ
テ
を
中
心
に
―
」『
語
文
研
究
』
第
八
九
号
、
五

七
（
一
）
―
四
五
（
十
三
）
頁

矢
野
準（
一
九
七
六
）「
近
世
後
期
上
方
語
資
料
と
し
て
の
上
方
板
洒
落
本
類
」『
語

文
研
究
』
第
四
一
号
、
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
二
―
三
一
頁

山
口
明
穂
（
二
〇
〇
一
）『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
の
「
に
」
の
項
、
秋
本
守
英
・

山
口
明
穂
編
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
五
八
四
―
五
八
七
頁

吉
田
永
弘（
二
〇
〇
〇
）「
ホ
ド
ニ
小
史
―
原
因
理
由
を
表
す
用
法
の
成
立
―
」『
国

語
学
』
第
五
一
巻
三
号
、
国
語
学
会
、
八
七
（
十
六
）
―
七
四
（
二
九
）
頁

李
英
児
（
二
〇
〇
三
）「『
捷
解
新
語
』
か
ら
見
る
原
因
・
理
由
を
表
す
条
件
句
―

「
ホ
ド
ニ
」
の
改
修
状
況
を
中
心
と
し
て
―
」『
国
語
学
』
第
五
巻
四
号
、
一
―

一
五
頁

李
英
児
（
二
〇
〇
四
）「
大
蔵
流
狂
言
台
本
に
お
け
る
「
ホ
ド
ニ
」
と
「
ニ
ヨ
ッ
テ
」

の
推
移
状
況
」『
麗
澤
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科
論
集
言
語
と
文
明
』
第

二
巻
、
麗
澤
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科
、
三
―
一
七
頁

李
淑
姫
（
二
〇
〇
〇
）「
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
原
因
・
理
由
を
表
す
接
続
形

式
―
ホ
ド
ニ
・
ニ
ヨ
ッ
テ
・
ト
コ
ロ
デ
を
中
心
に
―
」『
筑
波
日
本
語
研
究
』

第
五
号
、
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
研
究
科
日
本
語
学
研
究
室
、
九
二
―
一
〇
四

頁

李
淑
姫
（
二
〇
〇
一
）「
文
の
焦
点
か
ら
見
た
ホ
ド
ニ
と
ニ
ヨ
ッ
テ
―
大
蔵
虎
明
本

狂
言
集
を
中
心
に
―
」『
筑
波
日
本
語
研
究
』
第
六
号
、
筑
波
大
学
文
芸
・
言

語
研
究
科
日
本
語
学
研
究
室
、
一
一
七
―
一
三
八
頁

李
淑
姫
（
二
〇
〇
二
）「『
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
』
の
因
由
形
式
の
階
層
」『
筑

波
日
本
語
研
究
』第
七
号
、
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
研
究
科
日
本
語
学
研
究
室
、

六
三
―
八
一
頁

国
立
国
語
研
究
所
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
（CH

J

）』 （
コ
ー
パ
ス
検
索
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
『
中
納
言
』

	
https://chunagon.ninjal.ac.jp/

	

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日　

二
〇
二
一
年
十
月
二
九
日
）

（
も
も
せ
・
み
の
り　

三
重
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
・�

神
戸
学
院
大
学
兼
任
講
師
）
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